
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

８月２３日、３２日間の夏休みを過ごし、子ども達が登校してきました。日焼けして、元気な毎日を過ごし

てきたことが伝わってきました。比較的長い夏休みで、感染症防止に努めながらも、楽しい思い出や夏休みの

作品ができたのではないかと思います。 

全国的にも全県的にも飯豊町内においても、コロナウイルス感染症の拡大が止まりません。８月１２日には

山形県全域がレベル４（特別警戒）に引き上げられ、８月２０日から９月１２日まで「感染拡大防止特別集中

期間」になり、県民を挙げて感染防止対策に取り組むことになりました。「チーム添川小」として、いっそう

気を引き締め、感染拡大防止に努めてまいりましょう。 

 

さて、今日の２学期の始業式は、放送で行いました。 

始業式に先立って、全校生に新しい５年生担任（若山和泉教諭）を紹介しました。５年生は、とてもにこや

かに新しい担任の先生を迎えていました。 

校長は放送で、「８６日ある長い２学期に、様々な学習や活動に『気づき・考え・行動する』で取り組み、

心も体もたくましい『いなほの子ども』成長してほしい。そして、今まで以上に、朝の体温を測ること、手洗

い、消毒、密を避けることなど、感染症対応に徹底して取り組んでいこう」と話しました。 

 その後、各学級では宿題や提出物の確認、２学期の学級の組織づくり（スタートの３日間は特に大

切です）、そして、いよいよ２学期の授業が始まったところです。（写真は５年生、出会いの時間） 

 

 山形県全域がレベル４（特別警戒）であること、「感染拡大防止特別集中期間」を踏まえ、２学期当初の行

事等については、ご理解いただきたい点があります。 

 ８月２８日(土)の「森の感謝祭」（３～６年希望者参加、鮎貝小） 

は、式典や昼食には入らず、添川小児童の植樹の場面のみの参加と 

することです。また、９月１０日(金)の「添川小学校運動会」につ 

いては、保護者の参観にとどめ、残念ながらご来賓や地域の方々へ 

のご案内は今の段階では厳しい、ということです。なお、可能な限 

り、学校からのお便りやＨＰ等で様子をお伝えしたいと思います。 

 感染症拡大の状況によっては、これからも対応が変わることもあ 

ると思いますが、職員一同、全力を傾注して２学期の教育活動を進 

めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【ご紹介】 若山 和泉 教諭 が、８月１日付で新規採用教員として採用され、着任しました。５年生の担

任として２学期より指導に当たっています。昨年１２月まで本校に講師として勤務していた

先生です。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

1 水 ＡＬＴ(中高) 11 土  21 火  

2 木 ＡＬＴ(高) 12 日 東部地区合同運動会（中止） 22 水 小体振陸上大会 

3 金  13 月 運動会予備日 23 木 秋分の日 

4 土 めざみの里まつり（中止） 14 火 ＡＬＴ(中高)  クラブ活動 24 金 １・２年焼芋体験 

中学校ガイダンス 

5 日  15 水 全校音楽（３校時） 25 土 親子早朝作業 

6 月  16 木 ＡＬＴ(高) ５・６年稲刈り 26 日  

7 火 ＡＬＴ(中高) 17 金 壮行式(朝) クラブ活動 27 月  

8 水 総練習 18 土 添川読書の日 28 火 ＡＬＴ(中高)  委員会活動 

小体振陸上大会予備日 

9 木 ＡＬＴ(高) 19 日  29 水  

10 金 添川小運動会（２・３校時） 20 月 敬老の日 30 木 創立記念式(148周年) 

ＡＬＴ(高) 

＜ミニコラム＞ 子どもの心とことばを育てるために（その１９） 

「見えぬけれどもあるんだよ」 
 子どもが乳幼児期に『いないいないばあ』の絵本を読んだり、実際にしてあげたりした親御さんは多い

だろうと思います。大好きなママが「いないいない」と言って手で顔を隠すと、子どもの表情は一瞬くも

ります。でも、その後、「ばあー！」と言ってママが顔を見せると、子どもは笑顔を見せて喜びます。 

 『いないいないばあ』の絵本は、そんなやりとりを「変化のある繰り返し」で書かれています。 

 子どもは、「いないいないばあ」を通して大切な人に遊んでもらううちに、「手で隠しても大切な人は

確かに向こうにいる」ということを認識します。手で顔を隠しても、大好きなママはちゃんとすぐそこに

いるのだ、という安心感を得るのです。 

 日本の盲聾教育の草分け的存在である梅津八三（東京大学、故人）は、その理論の中で、特定の状況で

特定の動作をすれば毎回必ず得られるという自分と物との関係を「一義的連繋状況」、物の位置が毎回変

化することや物に合わせて選択する必要がある自分と物との関係を「非一義的連繋状況」といいます。 

それでいくと、「いないいない」は「非一義的連繋状況」、「ばあー！」は「一義的連繋状況」といえ

ます。たとえ、「非一義的連繋状況」の中で大好きなママが直接見えなくても、必ず向こうにいるのだと

認識して落ち着いていられること、これが「情緒の安定」であり「信頼」なのでしょう（解釈は校長）。 

詩人金子みすゞは、詩「星とたんぽぽ」の中で、「見えぬけれどもあるんだよ 見えぬものでもあるん

だよ」と書いています。世の中にはたくさんの見えないものが存在しますが、大切なものは、むしろ見え

ないことの方が多いのかもしれません。「非一義的連繋状況」の中にあっても、大切な人やものの「目に

見えないやさしさ」に生かされていることに、私たちはこの詩を読むたびに気づかされます。 

サン・テグジュペリは『星の王子さま』の中で、「ものごとはハートで見なくちゃいけない、っていう

ことなんだ。大切なことは、目に見えないからね」「家でも、星でも、砂漠でも、それを美しくしている

のは、何か目に見えないものなんだね」と書いています。『星の王子さま』の中で最も有名な言葉です。 

私たちは、今、先行きが見えにくい時代の中にあって、大切な人やもの、そして、目に見えないやさし

さのようなものと響き合い、子どもの心に「安心」や「信頼」を育んでいきたいと改めて思うのです。 

＜文献＞ 『いないいないばあ』（松谷みよ子著、童心社）、『心理学 梅津八三の仕事』（梅津八三、

春風社）、『金子みすゞ詩集』より「星とたんぽぽ」、『星の王子さま』（サン・テグジ

ュペリ著、内藤濯訳、岩波書店） 


